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ニューヨーク金先物価格 最高値更新
世界経済の早期正常化により、価格調整される可能性も

 ニューヨーク金先物価格が、節目となる2,000米ドルを突破。
 世界景気の先行き不透明感や、主要国による金融緩和の強化などを背景に、金を買う動きが加速。
 経済の正常化で、株や債券などの魅力が再び高まった場合などには、金は価格調整される可能性も。

（審査確認番号 2020-TＢ168）

金先物価格が2,000米ドルを突破
金価格の国際指標であるニューヨーク金先物価格
の上昇が続いています（図表１）。2020年８月
４日の終値では、1トロイオンス＝2,000米ドルを
突破し、8月7日時点では2,028.0米ドルとなってい
ます。新型コロナウイルスの感染拡大による金融市
場の混乱により、2020年２月以降、株式市場と同
様に急落したものの、３月中旬以降は反発に転じて
います。直近の安値（1,487.1米ドル、3月18日時
点）からの上昇率は約36％となっています（８月7
日時点）。

1/2
出所）図表1～3はブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメントが作成

図表1：金先物価格の上昇が続く

図表2：主要国は金融緩和の継続や強化を図る

図表3：足元では主要通貨に対し米ドル安傾向

データ期間：2017年12月29日～2020年８月7日（日次）
※米ドルインデックス（ユーロ・円・ポンドなど複数の主要国通貨
に対する米ドルの価値を指数化したもの）の推移（逆目盛り）

安全資産とされる金への資金退避が加速
金価格が急上昇している要因は、さまざま考えら
れます。最大の要因は、新型コロナウイルス感染再
拡大や米中の対立の深刻化などを背景とした世界景
気の先行き不透明感から、相対的に安全資産とされ
る金が買われる動きが加速していることが考えられ
ます。また、景気下支えのため主要国が利下げや流
動性供給などの金融緩和を強化しており（図表２）、
市場にあふれていた資金の受け皿として、金が選好
されているものとみられます。

米ドル安と低金利も金価格を下支え
また、米長期金利は歴史的な低水準にあり、複数
の主要通貨とのレートを指数化した米ドルインデッ
クスでも、米ドル安基調となっていることがうかが
えます（図表３）。
この米ドル安基調に対し、一般的に資産価値が目減
りしにくいとみなされている金は、米ドルの代替資
産とされているようです。米連邦準備制度理事会
（ＦＲＢ）は、2022年までゼロ金利の継続を示唆
しており、当面の間、米国金利は上昇しないとの見
通しも金価格を押し上げている要因と言えそうです。
世界経済の正常化により、株や債券などの魅力が
再び高まった場合などには、金は価格調整される可
能性もありそうです。

データ期間：2017年12月29日～2020年８月7日（日次）
※ニューヨーク金先物価格（中心限12月物）の推移

データ期間：2017年12月29日～2020年８月7日（日次）
※主要国の政策金利の推移
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【当資料に関する留意点】

• 当資料は、市場環境に関する情報の提供を目的として、ニッセイアセットマネジメントが作成したものであり、
特定の有価証券等の勧誘を目的とするものではありません。また、金融商品取引法に基づく開示資料ではあり
ません。実際の投資等に係る最終的な決定はご自身で判断してください。

• 当資料は、信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するも
のではありません。

• 当資料の内容は作成時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。
• 当資料のいかなる内容も将来の市場環境等を保証するものではありません。
• 当資料にインデックス・統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行
者および許諾者に帰属します。

• 当資料に投資信託のグラフ・数値等が記載される場合、それらはあくまでも過去の実績またはシミュレーショ
ンであり、将来の投資収益を示唆あるいは保証するものではありません。また税金・手数料等を考慮しており
ませんので、実質的な投資成果を示すものではありません。

• 投資信託は投資する有価証券の価格の変動等により損失を生じるおそれがあります。
• 投資信託の手数料や報酬等の種類ごとの金額及びその合計額については、具体的な商品を勧誘するものではな
いので、表示することができません。
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